
第 10 回泌尿器抗加齢医学研究会 

会 期：2018 年 12 月 9 日（日） 10：00～17：00 

会 場：沖縄コンベンションセンター（宜野湾） 

単 位：日本抗加齢医学会認定単位（受験・更新用）5 単位    

参加費：泌尿器抗加齢医学研究会 会員参加費  8,000 円 

   泌尿器抗加齢医学研究会 非会員参加費  13,000 円 

 

10：00～10：10 開会挨拶 

 

10：10～11：10（60 分） 

セッション１『Fotona Smooth® Laser を使用したアンチエイジング治療』 

座長：宮田 成章（みやた形成外科・皮ふクリニック院長） 

奥井 伸雄（よこすか女性泌尿器科・泌尿器科クリニック院長） 

１． スムースレーザーの基礎と臨床「なぜスムースレーザーなのか？何に効くのか？」 

演者（講演 20 分）：Adrian Gaspar（アルゼンチンメンドーサ大学医学部婦人科准教授） 

スムースレーザーとは、フォトナ社（スロベニア 1964 年創立）の特許技術である SMOOTH テ

クノロジーを使用して開発された Non Ablative Long Pulse Er:YAG レーザー（波長 2940nm パ

ルス幅 250msec）である。私は過去 15 年間世界各地の教育機関及び企業と協力し低侵襲な女性

泌尿器のアンチエイジング治療を研究してきたが、その中で Fotona SMOOTH レーザーを使用

することにより、Genitourinary Syndrome of Menopause 及び様々な泌尿器疾患を低侵襲かつ効

果的に 1 台のレーザーで治療する方法を確立することができた。また、このテクノロジーは、

膣・尿道といった泌尿器器官だけでなく口腔粘膜・眼瞼結膜などの全身の粘膜及び皮膚に対して

も効果的に作用し、全身の様々な加齢症状の治療にも応用できることがわかった。 

本日は、SMOOTH レーザー治療のメカニズムについて解説するとともに、日韓泌尿器会議で発

表した４演題「ノンアブレーティブエルビウムヤグレーザーの経腟照射による腹圧性尿失禁治療

の 3 年間の経過観察報告」「膣萎縮症に対するホルモン補充療法とレーザー治療の効果の比較」

「GSM に対する経尿道レーザー治療」「経尿道レーザー治療による若年患者における前立腺痛の

管理」ついて解説する。また、世界におけるレーザーアンチエイジング治療のトレンドについて

も紹介しようと思う。 

２．人生 100 年時代 FACE(表面)を整える 美容は最大の予防医学である  

演者（講演 10 分）：田中 優子(田中病院院長) 

2015 年の Facial Aesthetic Conference and Exhibition において FACE とは顔のみならず女性器

までを対象として扱っていることに驚いた。FACE とは表面という意味で顔から性器まで含むの

が欧米の美容医療の考え方になってきているようだ。たしかに女性器のコンプレックスにより恋

人を作れなかったり結婚に行き着くことをあきらめる女性は多くいる。また中高年になって性器

の色、陰唇のたるみ、色、尿失禁のために人生の楽しみをあきらめてしまう女性が多くいる。性

器の外観は顔と同じように大事な見かけなのである。 

FOTONA はメスを入れないでできる女性器の若返りとして救世主的な役割を果たしている。し

かし今回私は FACE としての女性器並びの顔の部分の若返りと髪の増毛についてご紹介したい

と思う。いずれも FOTONA による血管再生の著しい効果についての報告である。 

 ３．非アブレーション型 Erbium YAG laser 照射による泌尿器抗加齢医学の入門 



演者（講演 20 分）：奥井 伸雄（よこすか女性泌尿器科・泌尿器科クリニック院長） 

レーザー尿失禁治療のトップランナーであるアルゼンチン・メンドーサ大学教授のエードリア

ン・ガスパー先生（婦人科医）とともに、泌尿器科と婦人科の両面からご紹介します。 

本研究会で、私とガスパー先生の 2 人のデータで用いるデバイスは、日本では未承認ですが、EU

（ヨーロッパ連合）から尿失禁治療機器として、FDA（米国）から生体使用許可機器として認め

られているものです。 

レーザー尿失禁治療は、急成長している分野で、本デバイスの他に、アブレーション型、CO2 レ

ーザーなどがありますが、本年 FDA から重要な勧告がありました。そのひとつに副作用調査を

慎重に行うことがありました。私とガスパー先生の扱うデバイスは、副作用が少なく、勧告対象

から外れましたが、今回 FDA は自ら学会発表に参加するなど、レーザー尿失禁治療を、慎重か

つ確実に育てたいという意思を表わしています。 

今回は、2018 年に World J Urol よりハイライト論文として発表させていただいた私の論文

“Comparison between erbium YAG laser therapy and sling procedures in the treatment of stress 

and mixed urinary incontinence”を中心にレーザー治療の入門を詳しくご説明いたします。 

 ４．質疑応答（10 分） 

 

11：10～12：00（50 分） 

セッション２『メンズヘルスの新しい展開』 

座長：辻村  晃（順天堂大学医学部附属浦安病院泌尿器科教授） 

１．女性からみたアンドロゲンの栄養代謝学的意義 

演者（講演 20 分、質疑 5 分）：岩佐  武（徳島大学病院地域産婦人科診療部特任准教授） 

性腺ホルモンは生殖機能の維持の他、栄養代謝調節機能など複数の神経・生理機能に関わる。女性にお

いてエストロゲンは適正な栄養代謝機能の維持に重要な役割を果たす。一方、性成熟期の女性においてアン

ドロゲンは摂食量や脂肪量を増加させ栄養代謝疾患の発症リスクを高めるが、閉経後女性におけるアンドロゲ

ンの作用については一定の見解が得られていない。我々はエストロゲンとアンドロゲンの相互作用という観点から

動物実験を行い、アンドロゲンがエストロゲン存在下では摂食量・体重・脂肪量を増加させるのに対して、エス

トロゲン非存在下ではこのような作用を及ぼさないこと、およびこれらの事象に中枢・末梢における複数の因子

が関わることを明らかにした。これらの結果から、女性においてアンドロゲンはエストロゲンの作用を阻害することで

栄養代謝疾患のリスクを高める可能性が示唆された。また、我々は DOHaD の観点から実験を行い、アンドロ

ゲンの栄養代謝に対する作用が胎仔期の低栄養環境によって増強されることを明らかにした。この変化は低栄

養環境下での生存には有利に働くが、飽食の現代においては栄養代謝疾患の発症リスクをより高める要因に

なると予想される。これらの研究結果は、生殖医療、更年期医療、性差医療において、疾患の病態解明や

治療法の確立の一助になり得ると考えられる。本講演では一連の研究について紹介する。 

 

 ２．Y 染色体と Men’s Health 

演者（講演 20 分、質疑 5 分）：深見 真紀（国立成育医療研究センター分子内分泌研究部部長） 

Y 染色体が男性の性決定と妊孕性に必要不可欠であることはよく知られている。われわれは、一

般集団を対象とする遺伝学的解析を行い、Y 染色体構造に従来想定されているよりも複雑な構造

多型が存在すること、および、古くから知られている Y 染色体 AZF 領域の微小欠失より微小重

複の方が精子形成障害のリスクとなりやすいことを見出した。 

近年海外の研究者によって、健常男性の加齢現象として体細胞における Y 染色体喪失が生じる



ことが報告された。さらに、加齢性 Y 染色体喪失が早期死亡や発がん、アルツハイマー病のリス

クとなることが明らかとなった。したがって、加齢後も全身の細胞で Y 染色体を維持すること

が、男性の健康を維持するうえで重要であると推測される。また、モザイク Y 染色体欠失が小児

や若年男性で生じた場合、成長障害や不妊症の原因となる可能性がある。本講演では、Y 染色体

の観点から生涯にわたる男性の健康について議論したい。 

 

休憩（10 分） 

 

12：10～12：55（講演 40 分、質疑 5 分） 

ランチョンセミナー『PDE5 阻害薬が切り開く未来 －泌尿器抗加齢医学への貢献－』  

共催：日本新薬株式会社 

座長：堀江 重郎（順天堂大学大学院医学研究科泌尿器外科学教授） 

演者：松本 成史（旭川医科大学教育研究推進センターセンター長・教授） 

本研究会のテーマは、「沖縄の食と文化からアンチエイジングを考える」であるが、沖縄は言わ

ずと知れた長寿の土地であることから、沖縄食を中心に長寿の原因解明が試みられ、これまで

に様々な知見が得られてきた。一方で、戦後のアメリカ型食の流入による“沖縄クライシス”

と言われる現状の健康問題も経験している。 

加齢に伴う泌尿器科疾患は様々であるが、下部尿路機能障害や性機能障害は代表的疾患であ

り、その背景として血管/血流障害が考えられている。血管/血流障害を引き起こす要因として

は、酸化ストレス、炎症、動脈硬化などが知られているが、沖縄の食と文化はこれらと拮抗す

る作用を秘めていると推察される。 

本セミナーでは、沖縄の食と文化と PDE5 阻害薬の作用との共通点を探りつつ、PDE5 阻害薬

が泌尿器抗加齢医学に貢献できるのか？ その果たす役割とは？ を最新のエビデンスを基に

考察し、PDE5 阻害薬が切り開く未来について発表したい。 

 

休憩（10 分） 

 

13：05～13：55（講演 40 分、質疑 10 分） 

セッション３『皮膚から始まるアンチエイジング－美容皮膚科で生きる漢方－』 

座長：井手 久満（獨協医科大学埼玉医療センター泌尿器科准教授） 

  演者：野本真由美（野本真由美スキンケアクリニック院長） 

漢方医学は、中国から伝わった医学を元に日本独自の発展を遂げた「日本の伝統医学」である。

ライフスタイルの変化により、自律神経や内分泌、免疫のバランスが乱れることにより心と体の

不調を訴える患者は多いが、生体を整えることが得意な漢方医学を用いれば「病気」を診る視点

から「人」を診る視点にかわり、様々な不調に対応することができる。 

「皮膚は全身を映す鏡」と言われることがあるが、漢方薬は皮膚のアンチエイジング治療時にも

役に立つ。レーザーや光、注入や手術などの治療で高い効果を出すためには「どんな皮膚に治療

をしているか」を常に考える必要があるが、個々に適した漢方薬を飲むことにより血や水の流れ

を整えれば創傷治癒が促されやすく、安定した治療効果と副作用の回避が期待できる。ダウンタ

イムを好まない日本人に適した美容治療は、漢方薬のような「生体側を整える」治療を取り入れ

ることが大切であると考える。当院の取り組みについてご紹介する。 



 

13：55～14：45（講演 40 分、質疑 10 分） 

特別講演『尿および血液メタボロミックスによるエージング測定および抗老化、糖尿病予防への展望』 

座長：堀江 重郎（順天堂大学大学院医学研究科泌尿器外科学教授） 

演者：柳田 充弘（沖縄科学技術大学院大学教授、京都大学名誉教授） 

近年、我が国では高齢化社会への移行がますます明確になるにつれ、老化やアンチエージング

への社会的関心は高まっている。老化および抗老化については多くのアプローチが存在し、ま

た研究目標も周知のように多彩である。また世界的な関心も年ごとに高まってきている。わた

くしたちは、分裂酵母をモデル系としてヒト幹細胞の分裂・静止のメカニズムの理解に近づけ

ないかという期待をもち、細胞の包括的なメタボロミクス研究に 10 年ほど前から従事してき

た。その過程で人個人の血液の包括的メタボロミクスを開始することになった。そして、高齢

者と若年者のサンプルを用いた、老化度測定のアプローチが思いもよらない興味深い成果をも

たらしてくれた（Chaleckis et al, PNAS 2016）。今回の講演ではその後の発展のうち本研究会

参加者のかたがたに興味を持って頂けると期待して、尿メタボロミックスの包括的解析からみ

た人老化度の測定についてお話ししたい。さらに最近着手している老化関連疾病のうち糖尿病

の予防・診断に利用できる新しい診断法さらには症状改善へのアプローチについても触れた

い。 

 

休憩（10 分） 

14：55～15：45（50 分） 

セッション４『沖縄の食から世界へ』 

座長：西沢 邦浩（日経 BP 総研メディカルヘルスラボ客員研究員） 

１．新しい塩のコンセプト～宇宙飛行士から考える塩分と腎機能～ 

演者（講演 20 分、質疑 5 分）：西山  成（香川大学医学部薬理学教授） 

生命の維持のためには体液量やその組成が一定であることが必要である。食塩を多く摂ると水を

たくさん飲むので、細胞外液中ナトリウムイオン濃度は一定となる。腎機能が正常な場合、水と

ナトリウムは一緒に尿中に排泄されるが、腎機能が低下すると両者が排泄できずに体液量が増え

て浮腫や高血圧を生じるとされている。 

ところが、宇宙飛行士訓練プログラムにおいて長期間に渡って食塩を多く摂取させ続けた場合、

予想に反して水分摂取量が有意に減少した。動物実験における詳細なメタボローム解析により、

食塩の摂り過ぎが肝臓や筋肉でカタボリズム（異化）が生じて尿素産生が増加し、これが腎臓に

蓄積して、水分の再吸収量が調節されていることが明らかとなった。これは、肺魚やカタツムリ

が夏眠(aestivation)する際に生じるからだの変化である。 

このように、全身でナトリウムイオンが常に一定であるという概念は必ずしも正しくなく、臓器

が高食塩にさらされると様々な反応が生じることが明らかとなってきた。今回は、そのような新

しい塩のコンセプトについて紹介させていただければ幸いです。 

 

２．沖縄の食やライフスタイルからアンチエイジングを考える 

演者：（講演 20 分、質疑 5 分）：益崎 裕章（琉球大学大学院医学研究科 

内分泌代謝・血液・膠原病内科学講座（第二内科）教授） 

1975 年における糖尿病 年齢調整死亡率の全国 47 都道府県ランキングで沖縄県の男性は 47 位、



女性は 45 位でした。その 30 年後の 2005 年、沖縄県のランキングは男女ともにワースト（1 位）

となりました。一世代に相当する 30 年という短期間に最善から最悪に滑り落ちた疾病構造の急

変から学ぶことによって、世界に先駆けて超・超高齢社会（65 歳以上人口が全体の 28%を超え

る社会）に突入した我が国の生活習慣病対策やアンチエイジングの取り組みに活かすヒントがた

くさん得られると考えています。超・超高齢社会における 3 大疾病として重要視されているのが

糖尿病・がん・認知症です。この３つの病気は加齢で増加する多因子疾患であり、互いに重複す

るケースも多く、肥満が共通のリスクファクターとなることが判明しています。本講演では沖縄

の食やライフスタイルの現状分析から見えてきた食の嗜好性偏倚の分子メカニズムや IoT, AI を

活用した行動変容アプローチなどについて御紹介出来ればと思います。 

 

15：45～16：35（50 分） 

セッション５『アンチエイジングな食事術～男性医療を中心に～』 

座長：益崎 裕章（琉球大学大学院医学研究科 

内分泌代謝・血液・膠原病内科学講座（第二内科）教授） 

１． 日本人男性のための正しい食事を考える 

演者（講演 20 分、質疑 5 分）：西沢 邦浩（日経 BP 総研メディカルヘルスラボ客員研究員） 

この発表では、男性の健康に寄与する可能性がある、最近の食に関するエビデンスをチェックし

ていきたい。患者数 1000 万人を超える糖尿病の予防という点では全粒穀物摂取量を増やすこと

でほぼ確実にリスクが下がるというエビデンスが多い（＊１）。また全粒穀物は、その糠部分な

どに多いフェルラ酸が認知症予防に役立つ可能性を示すエビデンスも複数登場している（＊２）。

前立腺の健康面では、高圧抽出珈琲を 1 日 3 杯以上飲む男性は、１杯以下の人より前立腺がんに

なるリスクが約半分という報告やビール飲量が増えると前立腺がんリスクが高まるがワインで

はリスク増加が見られなかったとする研究が（＊３）。2014 年に発表された米国の国民栄養調査

の解析で、中高年期の高たんぱく食でがん死亡リスクが４倍という結果が出て衝撃を与えたが、

このたびフィンランドの男性コホートの観察研究で、中年期のたんぱく質摂取量が多いほど心不

全リスクが高まるという結果が報告された（＊４）。働き盛りの男性こそ、食事の質に気を付け

る必要がありそうだ。 

＜出典＞ 

＊１ J Nutr. 2018 Sep 1;148(9):1434-1444.ほか 

＊２ 日本認知症予防学会誌 2018;8(1):1-13.ほか 

＊３ Int J Cancer. 2017 Jul 1;141(1):72-82. 

  Prostate Cancer Prostatic Dis. 2017 Sep;20(3):305-310. 

＊４ Cell Metab.2014 Mar 4;19: 407-17. 

   Circ Heart Fail. 2018 Jun;11(6):e004531. 

 

２．アンチエイジングなお酒の飲み方 ～ワインのアンチエイジング作用を中心に～ 

演者（講演 20 分、質疑 5 分）： 青木  晃（芝浦クリニック院長、レコール・デュ・ヴァン主任講師） 

「酒は百薬の長、されど万病の元」という故事がある通り、飲酒と総死亡率の関係は J-カーブを

示すと考えられている。健康的な飲酒における適量に関しては人種間の違いや体質そのものの違

いが大きく関与するが、これまでに一応の研究・検討がなされてきている。厚生労働省が推進す

る国民健康づくり運動「健康日本 21」によると、「節度ある適度な飲酒」は 1 日平均純アルコ



ールにして約 20g 程度（ビール；中瓶 1 本、日本酒；1 合、焼酎；0.6 合、ウイスキー；ダブル

1 杯、ワイン；グラス 2 杯）とされているが、酒の種類別の検討がなされているわけではない。

アンチエイジング医学的に考えた場合、単純なアルコール量だけではなく、ポリフェノール含有

量、有機酸量、糖質含有量やアルコール度数なども考慮して酒を嗜むべきである。 

本セッションでは、ワインのアンチエイジング効果を中心にアンチエイジングな酒の嗜み方を紹

介する。 

 

16：35～ 閉会挨拶 


